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明
治
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
と
岐
阜
県

松

　

田

　

千

　

晴

一
　
は
じ
め
に

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
、
ペ
リ
ー
率
い
る
黒
船
の
軍
事
的
圧
力
に
よ
っ
て
徳
川
幕
府

が
堅
持
し
て
き
た
鎖
国
政
策
は
崩
壊
し
、
日
本
は
欧
米
列
強
に
対
し
て
開
国
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
経
済
が
大
混
乱
に
陥
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
大
混
乱
は
、
金
貨
と
銀
貨
の
交
換
比
率
に
始
ま
り
、
生
糸
や
茶
・
海
産
物
・
油
・

銅
・
石
炭
な
ど
の
輸
出
に
と
も
な
う
国
内
の
物
価
高
騰
が
拍
車
を
か
け
、
下
級
武
士
や
一

般
大
衆
の
生
活
を
圧
迫
し
た
。
さ
ら
に
、
輸
出
に
と
も
な
う
原
料
の
不
足
に
よ
っ
て
、
当

時
よ
う
や
く
芽
生
え
て
き
た
国
内
産
業
も
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
徳
川
幕
府
は
崩
壊
し
、
明
治
政
府
が
新
し
く
統
一
政

権
と
し
て
登
場
し
て
く
る
。
し
か
し
、
中
央
集
権
体
制
を
敷
い
た
と
は
い
え
基
盤
が
脆
弱

な
明
治
政
府
は
、
地
租
改
正
に
よ
っ
て
国
家
財
政
の
基
礎
を
固
め
、
流
通
機
構
と
生
産
機

構
を
柱
と
す
る
殖
産
興
業
（
国
内
市
場
の
自
由
化
・
通
貨
の
統
一
・
金
融
機
関
の
近
代

化
・
諸
産
業
の
近
代
化
な
ど
）
　
に
力
を
入
れ
た
。
民
間
産
業
の
未
成
熟
を
受
け
た
明
治
政

府
は
、
官
営
工
場
に
代
表
さ
れ
る
近
代
産
業
の
移
植
や
、
海
外
試
売
・
民
間
業
者
の
保
護

奨
励
に
よ
る
自
主
的
貿
易
の
振
興
な
ど
を
図
っ
た
。

明
治
政
府
は
国
力
の
充
実
に
向
け
て
一
連
の
殖
産
興
業
政
策
を
と
っ
て
い
っ
た
が
、
そ

の
影
響
が
地
方
に
ど
の
よ
う
な
形
と
な
っ
て
表
れ
た
の
か
、
本
稿
に
お
い
て
は
岐
阜
県
を

中
心
に
概
観
し
た
い
。

る
が
、
近
世
に
発
達
し
た
産
業
も
い
く
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
時
の
主
な
産
業
と
い
え
ば
、
ま
ず
羽
栗
郡
笠
松
村
（
現
羽
島
郡
笠
松
町
の
内
）
及
び

同
郡
竹
ケ
鼻
村
（
現
羽
島
市
の
内
）
を
集
散
地
と
す
る
美
濃
縞
、
土
岐
郡
で
生
産
さ
れ
る

陶
磁
器
、
牧
谷
・
武
芸
谷
・
根
尾
谷
・
揖
斐
谷
を
中
心
に
生
産
さ
れ
る
和
紙
、
厚
見
郡
加

納
町
（
現
岐
阜
市
の
内
）
を
中
心
に
生
産
さ
れ
る
和
傘
、
明
治
の
廃
刀
令
以
後
は
家
庭
用

品
や
農
具
に
方
向
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
関
鍛
冶
と
い
っ
た
在
来
産
業
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
開
国
に
と
も
な
う
生
糸
の
海
外
輸
出
に
触
発
さ
れ
て
芽
を
出
し
て
き
た
束
濃
・
北

濃
・
飛
騨
地
区
の
水
車
を
利
用
し
た
製
糸
業
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
他

に
も
名
産
品
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
各
種
存
在
し
た
が
、
特
に
販
売
金
額
が
大
き
か
っ
た
の

は
、
美
濃
地
方
に
お
い
て
は
生
糸
・
織
物
・
和
紙
・
陶
磁
器
・
茶
・
和
傘
で
あ
り
、
飛
騨

地
方
に
お
い
て
は
生
糸
・
鉱
石
（
銀
・
銅
・
鉛
）
　
で
あ
っ
た
　
（
註
1
）
。
な
お
、
生
糸
や

茶
は
主
に
海
外
へ
の
輸
出
用
と
し
て
生
産
さ
れ
、
他
の
品
は
主
に
国
内
向
け
と
し
て
生
産

さ
れ
て
い
た
　
（
註
2
）
。

明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
　
の
農
商
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
岐
阜
県
の
主
な
工
産
物

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
結
城
桟
脅
織
物
・
縮
緬
・
和
紙
・
陶
磁
器
・
茶
・
鉱
石

（
銀
・
銅
・
鉛
）
　
で
あ
っ
た
　
（
註
3
）
。

明
治
中
期
に
入
っ
て
も
工
産
物
と
し
て
は
軽
工
業
的
な
も
の
が
主
流
を
占
め
る
岐
阜
県

で
は
あ
っ
た
が
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
海
外
へ
も
販
路
を
広
げ
る
た
め
、
努
力
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
姿
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
の
が
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
海
外

で
開
催
さ
れ
る
万
国
博
覧
会
な
ど
へ
の
出
品
で
あ
り
、
国
内
で
開
催
さ
れ
る
内
国
勧
業
博

覧
会
な
ど
へ
の
出
品
で
あ
っ
た
。

二
　
明
治
期
に
お
け
る
岐
阜
県
の
産
業

明
治
初
期
の
美
濃
及
び
飛
騨
の
主
な
産
業
と
い
え
ば
農
業
及
び
林
業
と
い
う
こ
と
に
な

慶
応
　
三
年
（
一
八
六
七
）

明
治
　
六
年
（
一
八
七
三
）

明
治
　
七
年
（
一
八
七
四
）

明
治
　
九
年
（
一
八
七
六
）

パ
リ
万
国
博
覧
会

ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会

ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会

ア
メ
リ
カ
独
立
百
年
万
国
博
覧
会

（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
開
催
）

二
三
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明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
東
京
上
野
開
催
）

明
治
二
年
（
一
八
七
人
）
　
パ
リ
万
国
博
覧
会

明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
　
シ
ド
ニ
ー
万
国
博
覧
会

明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
東
京
上
野
開
催
）

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
金
工
万
国
博
覧
会

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
　
パ
リ
万
国
博
覧
会

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
東
京
上
野
開
催
）

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
　
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
（
シ
カ
ゴ
開
催
）

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
京
都
開
催
）

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
　
パ
リ
万
国
博
覧
会

明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
第
一
回
全
国
窯
業
品
共
進
会
（
東
京
上
野
開
催
）

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
大
阪
開
催
）

明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
　
ル
イ
ジ
ア
ナ
買
収
記
念
万
国
博
覧
会（

セ
ン
ト
ル
イ
ス
開
催
）

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
　
ロ
ン
ド
ン
日
英
博
覧
会

明
治
四
四
年
（
一
九
二
）
第
二
回
全
国
窯
業
品
共
進
会
（
東
京
上
野
開
催
）

ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
は
、
岐
阜
県
の
命
を
受
け
て
武
儀
郡
上
有
知
村
（
現
美
濃
市

の
内
）
　
の
正
村
平
兵
衛
が
と
り
ま
と
め
た
、
武
儀
郡
片
知
村
の
武
井
芳
兵
衛
・
同
村
の
武

井
定
吉
・
同
郡
蕨
生
村
の
五
十
川
弥
五
兵
衛
・
同
村
の
五
十
川
文
治
郎
・
同
郡
御
手
洗
村

の
幅
治
郎
兵
衛
・
同
村
の
幅
唯
四
郎
・
同
村
の
幅
源
兵
衛
・
同
郡
神
洞
村
の
佐
藤
治
郎
兵

衛
・
同
村
の
岩
原
半
四
郎
・
同
村
の
高
橋
卯
兵
衛
・
同
村
の
幅
兵
五
郎
（
以
上
現
美
濃
市

の
内
）
及
び
山
県
郡
富
永
村
（
現
同
郡
美
山
町
の
内
）
　
の
人
（
氏
名
不
詳
）
が
漉
い
た
和

紙
が
出
品
さ
れ
、
進
歩
賞
牌
受
賞
作
品
が
出
た
。
こ
の
受
賞
を
受
け
て
、
岐
阜
県
は
同
業

者
に
一
覧
す
る
よ
う
通
達
を
出
し
て
い
る
　
（
註
4
）
。

明
治
二
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
は
、
土
岐
郡
多
治
見
村
（
現
多
治
見
市
の
内
）
　
で

陶
磁
器
を
生
産
し
て
い
た
加
藤
五
輔
が
出
品
し
て
名
誉
賞
を
受
賞
し
て
い
る
　
（
註
5
）
。

二
四

ま
た
、
翌
一
二
年
の
シ
ド
ニ
ー
万
国
博
覧
会
に
は
、
多
治
見
村
の
西
浦
円
治
　
（
加
藤
五

輔
の
作
品
）
・
本
巣
郡
文
殊
村
（
現
同
郡
本
巣
町
の
内
）
　
の
高
坂
多
平
治
（
出
品
物
は
不

明
）
・
厚
見
郡
小
熊
村
（
現
岐
阜
市
の
内
）
　
の
岡
本
太
右
衛
門
　
（
鋳
物
）
・
同
郡
岐
阜
町

（
現
岐
阜
市
の
内
）
　
の
後
藤
忠
右
衛
門
（
縮
緬
）
・
同
町
の
渡
辺
甚
吉
（
縮
緬
）
・
同
郡

加
納
町
（
現
岐
阜
市
の
内
）
　
の
赤
塚
源
二
郎
（
和
傘
）
・
武
儀
郡
関
村
（
現
関
市
の
内
）

の
福
地
広
右
衛
門
（
打
刃
物
）
・
同
村
の
後
藤
敬
太
郎
（
打
刃
物
）
・
同
村
の
市
原
藤
吉

（
打
刃
物
）
　
な
ど
が
出
品
し
た
。
岐
阜
県
は
、
出
品
大
代
表
を
西
浦
円
治
に
命
じ
、
そ
の

代
理
人
で
あ
る
柴
田
春
吉
が
視
察
を
兼
ね
て
同
地
に
出
張
し
た
　
（
註
6
）
。

明
治
二
六
年
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
に
は
、
不
破
郡
赤
坂
町
　
（
現
大
垣
市
の
内
）

の
石
陽
組
合
が
大
理
石
細
工
を
出
品
し
て
褒
賞
（
銅
牌
）
　
を
受
賞
し
て
い
る
。
こ
の
と
き

出
品
さ
れ
た
の
は
、
同
組
合
貝
で
赤
坂
町
在
住
の
野
村
安
太
郎
に
よ
る
「
岩
鼠
」
と
題
す

る
作
品
で
あ
っ
た
　
（
註
7
）
。

国
内
に
目
を
向
け
る
と
、
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
は
、
本
巣
郡
北
方
村
　
（
現
同
郡

北
方
町
の
内
）
　
の
加
藤
和
七
　
（
農
具
商
兼
農
家
）
　
が
諸
農
具
を
出
品
し
た
　
（
註
8
）
。

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
は
、
北
方
村
の
山
田
伊
助
が
自
作
の
農
具
（
註
9
）
を
、

多
治
見
村
の
加
藤
五
輔
が
陶
磁
器
（
入
賞
）
・
土
岐
郡
高
山
村
（
現
土
岐
市
の
内
）
　
の
安

藤
弁
九
郎
及
び
山
中
友
吉
が
陶
磁
器
　
（
と
も
に
花
紋
賞
牌
を
受
賞
）
　
を
出
品
し
て
い
る

（註10）。明
治
一
五
年
に
東
京
上
野
公
園
で
開
催
さ
れ
た
米
麦
・
大
豆
・
菜
種
共
進
会
に
は
、
岐

阜
県
か
ら
五
一
九
名
が
出
品
し
て
い
る
が
、
米
の
部
で
多
治
見
村
の
一
名
（
七
等
）
と
土

岐
郡
田
中
村
（
現
多
治
見
市
の
内
）
　
の
三
名
が
入
賞
し
て
い
る
　
（
註
H
）
。

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
は
、
武
儀
郡
神
渕
村
（
現
加
茂
郡
七
宗
町
の
内
）
　
か
ら
福

井
兵
十
郎
（
生
糸
）
・
福
井
萬
兵
衛
（
茶
）
・
福
井
一
郎
四
　
（
茶
）
・
加
藤
章
六
　
（
煙

草
）
・
可
児
伊
六
（
煙
草
）
・
中
島
佐
兵
衛
（
煙
草
）
・
堀
部
鹿
太
郎
（
煙
草
）
・
長
谷

部
幸
助
（
萌
窮
芋
）
　
が
出
品
し
て
い
る
　
（
註
1
2
）
。
ま
た
、
高
山
村
の
安
藤
弁
九
郎
・
山

中
友
吉
・
土
屋
総
太
郎
・
桑
原
利
三
郎
・
神
戸
徳
次
・
神
戸
峰
三
郎
及
び
同
郡
土
岐
津
町
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（
現
土
岐
市
の
内
）
　
の
丹
羽
森
一
・
林
佐
兵
衛
が
陶
磁
器
を
出
品
し
、
土
屋
総
太
郎
が
褒

賞
・
安
藤
弁
九
郎
が
三
等
進
歩
賞
を
受
賞
し
て
い
る
　
（
註
1
3
）
。

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
は
、
土
岐
津
町
の
山
中
友
吉
・
松
原
政
吉
・
深
萱
英
次
・

深
萱
源
之
助
・
土
屋
総
太
郎
・
桑
原
利
三
郎
・
安
藤
弁
九
郎
が
陶
磁
器
を
出
品
し
、
山
中

友
吉
と
松
原
政
吉
が
褒
賞
・
深
萱
英
次
が
有
功
二
等
賞
を
受
賞
し
て
い
る
　
（
註
1
4
）
。

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
は
、
土
岐
津
町
の
林
熊
次
郎
・
大
塚
喜
代
次
・
後
藤
大
三

郎
・
伊
藤
代
次
・
神
戸
峰
三
郎
・
神
戸
治
三
郎
・
佐
々
木
乙
三
郎
・
青
木
達
四
郎
・
平
井

庄
次
・
安
藤
勇
・
田
中
貫
一
・
田
中
菊
次
郎
・
田
中
浜
次
郎
・
桑
原
小
三
郎
・
山
中
友

吉
・
小
島
縞
太
郎
・
曽
根
高
三
郎
・
林
亀
九
郎
・
林
熊
三
郎
・
山
路
政
吉
・
土
本
菊
次

郎
・
土
本
宗
九
郎
・
土
本
松
次
郎
・
土
本
徳
重
・
土
本
長
三
郎
・
奥
村
由
造
が
陶
磁
器
を

出
品
し
、
神
戸
峰
三
郎
・
田
中
菊
次
郎
・
土
本
菊
次
郎
・
土
本
宗
九
郎
が
褒
賞
・
青
木
達

四
郎
が
三
等
賞
を
受
賞
し
て
い
る
　
（
註
1
5
）
。
ま
た
、
岐
阜
縮
緬
　
（
玉
糸
製
無
地
縮
緬
）

も
出
品
さ
れ
て
入
賞
し
て
い
る
　
（
註
1
6
）
。

こ
こ
に
あ
げ
た
事
例
は
当
時
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
以
外
に

も
出
品
や
入
賞
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
工
産
物
（
縮
緬
・
陶
磁
器
・
銅
器
・
刃

物
・
春
慶
・
和
傘
・
和
紙
な
ど
）
　
か
ら
農
作
物
　
（
米
や
茶
・
煙
草
・
弱
翳
芋
・
生
糸
な

ど
）
・
農
具
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
い
分
野
か
ら
の
出
品
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
都
市
部

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広
く
山
村
か
ら
も
出
品
さ
れ
て
い
た
。

交
通
網
の
発
達
が
見
ら
れ
ず
、
県
下
に
情
報
が
行
き
渡
る
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い

時
代
に
あ
っ
て
、
全
県
下
か
ら
の
幅
広
い
出
品
と
い
う
大
き
な
う
ね
り
が
生
ま
れ
た
背
景

に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

情
報
が
極
め
て
僅
か
で
、
民
間
に
近
代
的
な
資
本
の
蓄
積
が
見
ら
れ
な
い
時
代
に
お
い
て
、

出
品
に
つ
い
て
指
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
や
は
り
各
府
県
当
局
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
な
可
能
性
を
ふ
ま
え
て
、
明
治
期
に
お
け
る
岐
阜
県
当
局
の
勧
業
政
策
に

か
か
わ
る
動
き
を
、
明
治
一
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
岐
阜
県
議
会
に
お
け
る
勧
業
費
に
か
か

わ
る
予
算
審
議
の
主
な
可
決
状
況
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

【
明
治
一
二
年
】
　
農
事
講
習
場
の
維
持
及
び
農
業
雑
誌
の
制
作
配
布
・
上
信
越
よ

り
導
入
し
た
桑
に
よ
る
養
蚕
飼
育
・
博
覧
会
へ
の
出
品
を
可
能
に
す
る
工
産

物
の
改
良
・
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
参
加
準
備
・
た
だ
し
産
馬
改
良

（
青
森
県
下
よ
り
種
馬
の
購
入
）
　
に
つ
い
て
は
削
除
（
註
1
7
）

【
明
治
一
三
年
】
　
養
蚕
伝
習
に
か
か
わ
っ
て
飼
育
用
具
の
導
入
・
内
面
漁
業
振
興

に
必
要
な
機
器
の
導
入
・
内
国
勧
業
博
覧
会
費
（
註
1
8
）

【
明
治
一
四
年
】
　
養
蚕
伝
習
費
・
飛
騨
地
方
に
養
魚
場
を
設
け
て
鮭
や
ヤ
マ
メ
の

卵
を
放
流
・
牛
馬
改
良
・
県
内
開
催
共
進
会
　
（
米
・
生
糸
・
繭
・
茶
の
四
品

目
が
対
象
）
　
の
費
用
（
註
1
9
）

【
明
治
一
五
年
】
　
諸
山
林
の
木
材
見
本
の
募
集
や
木
実
の
苗
の
試
植
・
地
味
に
適

す
る
農
産
物
の
試
作
・
明
治
一
六
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
水
産
博
覧
会
へ

の
準
備
　
（
漁
具
類
や
漁
船
・
魚
類
の
標
本
な
ど
の
出
品
を
計
画
）

養
蚕
伝
習
費
に
つ
い
て
は
否
決
（
註
2
0
）

【
明
治
一
七
年
】
東
京
で
開
催
さ
れ
る
共
進
会
へ
の
お
つ
き
あ
い
　
（
註
2
1
）

【
明
治
一
八
年
】
共
進
会
の
効
果
が
疑
問
視
さ
れ
る
も
の
の
補
助
（
註
2
2
）

反
対
意
見
は
あ
る
も
の
の
養
蚕
伝
習
所
の
設
立
　
（
註
2
3
）

・
た
だ
し

三
　
岐
阜
県
当
局
に
よ
る
勧
業
政
策

万
国
博
覧
会
や
内
国
勧
業
博
覧
会
な
ど
の
開
催
・
出
品
規
定
等
に
か
か
わ
る
情
報
に
つ

い
て
考
え
る
と
、
発
信
源
は
明
治
政
府
で
あ
り
、
そ
の
情
報
を
受
け
取
る
の
は
各
府
県
当

局
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
海
外
に
か
か
わ
る

【
明
治
一
九
年
】
　
養
蚕
へ
の
偏
っ
た
補
助
に
対
す
る
反
対
意
見
は
あ
る
も
の
の
顕

著
な
効
果
に
よ
り
養
蚕
伝
習
所
の
増
設
・
東
海
農
区
連
合
共
進
会
へ
の
支
出

（註24）

【
明
治
二
〇
年
】
養
蚕
伝
習
所
の
増
設
・
海
に
面
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
必
要
を

二
五
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疑
問
視
す
る
向
き
が
あ
る
も
の
の
測
候
所
の
設
置
（
註
2
5
）

【
明
治
二
一
年
】
　
物
品
陳
列
所
　
（
岐
阜
公
園
内
）
　
に
お
け
る
共
進
会
の
運
営
を
問
題

視
さ
れ
て
補
助
の
削
減
（
註
2
6
）

【
明
治
二
二
年
】
物
産
改
良
（
米
作
改
良
）
　
へ
の
支
出
の
是
非
が
問
わ
れ
た
も
の
の

補
助
・
測
候
所
の
経
費
（
註
2
7
）

【
明
治
二
三
年
】
物
産
改
良
（
米
作
改
良
）
・
測
候
所
関
連
設
備
の
設
置
・
物
産
共

進
会
（
註
毅

【
明
治
二
五
年
】
　
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
へ
の
出
品
物
運
搬
費
等
に
対
す
る
補

助
・
た
だ
し
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
し
て
物
産
改
良
（
米
作
改
良
）
　
は
全
廃

（註29）

コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
へ
の
出
品
物
に
対
す
る
補
助
・
測
候
所

の
経
費
（
註
0
0
）

【
明
治
二
六
年
】
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品
に
対
す
る
補
助
・
金
沢
市
に

お
い
て
開
催
の
第
五
回
関
西
府
県
共
進
会
参
加
に
と
も
な
う
県
下
重
要
物
産

の
改
良
・
物
産
改
良
上
必
要
な
見
本
品
種
苗
の
購
入
・
各
種
共
進
会
品
評
会

へ
の
出
品
に
と
も
な
う
補
助
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
出
品
物
の
う
ち
恵

那
郡
茄
子
川
村
成
瀬
誠
志
の
日
光
陽
明
門
模
造
の
陶
器
　
（
売
価
二
千
余
円
）

破
壊
に
と
も
な
う
損
害
の
一
部
補
助
・
た
だ
し
牛
馬
共
進
会
（
郡
上
郡
・
恵

那
郡
・
飛
騨
地
方
に
お
い
て
計
画
中
）
　
に
と
も
な
う
補
助
に
つ
い
て
は
削
除

（註31）

【
明
治
一
一
八
年
】
物
産
（
見
本
品
の
購
入
・
製
茶
改
良
組
合
・
県
郡
農
会
及
び
山
林

会
・
蚕
糸
・
製
紙
改
良
組
合
・
海
外
輸
出
織
物
伝
習
所
組
合
・
陶
磁
器
組
合
）

の
改
良
・
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
製
品
販
売
建
築
に
対
す
る
補
助
・

た
だ
し
蚕
種
の
改
良
（
病
毒
）
　
の
た
め
の
蚕
種
検
査
所
の
設
置
（
岐
阜
市
・

飛
騨
高
山
・
恵
那
郡
中
津
川
・
郡
上
八
幡
・
可
児
郡
御
嵩
）
　
と
検
査
の
徹
底

に
つ
い
て
は
全
廃
（
註
3
2
）

二
六

明
治
三
〇
年
に
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
る
第
六
回
関
西
連
合
府
県
共

進
会
へ
の
出
品
に
対
す
る
補
助
・
物
産
　
（
農
事
・
山
林
・
製
茶
・
蚕
糸
・
製

紙
・
陶
磁
器
・
織
物
・
参
考
品
購
入
）
　
の
改
良
・
禁
漁
場
の
掲
示
・
測
候
所

の
移
転
新
築
（
註
3
3
）

【
明
治
二
九
年
】
明
治
三
〇
年
に
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
る
第
二
回
水
産
博
覧
会
に
対

す
る
補
助
・
明
治
三
〇
年
に
岐
阜
市
で
開
催
さ
れ
る
東
海
農
区
五
県
連
合
農

事
大
会
に
対
す
る
補
助
・
明
治
三
一
年
に
京
都
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
漆
器

漆
共
進
会
に
対
す
る
補
助
・
地
方
測
候
所
の
経
費
・
水
害
防
止
に
も
つ
な
が

る
大
幅
な
山
林
改
良
を
含
め
た
改
良
事
業
へ
の
補
助
・
農
事
講
習
所
の
新
設

（註34）

【
明
治
三
〇
年
】
　
地
方
測
候
所
の
経
費
・
農
事
講
習
・
蚕
種
検
査
・
森
林
会
・
林
業

改
良
の
た
め
の
教
師
招
噌
・
農
業
の
害
虫
防
除
に
対
す
る
名
和
昆
虫
研
究
所

へ
の
害
虫
調
査
委
託
・
製
茶
技
術
の
改
良
普
及
を
目
的
と
し
た
製
茶
伝
習
所

の
新
設
・
物
産
　
（
農
事
・
製
茶
・
蚕
糸
・
製
糸
・
山
林
・
陶
磁
器
・
織
物
・

害
虫
予
防
）
　
の
改
良
・
共
進
会
の
補
助
（
註
3
5
）

【
明
治
三
二
年
】
高
山
測
候
所
の
開
設
・
農
事
講
習
所
の
経
費
・
蚕
種
検
査
所
の
経

費
・
物
産
　
（
農
事
・
製
茶
・
蚕
糸
・
製
紙
・
山
林
・
陶
磁
器
・
織
物
・
害
虫

予
防
）
　
の
改
良
・
農
耕
用
及
び
軍
事
局
に
優
秀
な
牛
馬
の
生
産
を
目
指
す
種

牡
牛
馬
改
良
費
の
新
設
・
明
治
三
三
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
へ
の
出
品
物
に

対
す
る
助
成
・
明
治
三
四
年
に
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
る
第
五
回
東
海
農
区
五

県
連
合
共
進
会
に
係
わ
る
会
場
等
施
設
整
備
事
業
・
た
だ
し
県
に
お
け
る
蚕

業
教
師
の
設
置
に
つ
い
て
は
削
除
（
註
3
6
）

【
明
治
一
三
一
年
】
岐
阜
及
び
高
山
測
候
所
の
経
費
・
蚕
種
検
査
・
森
林
・
物
産
（
農

事
・
蚕
糸
・
製
糸
・
山
林
・
織
物
・
牛
馬
・
害
虫
予
防
）
　
の
改
良
・
博
覧
会

へ
の
補
助
・
共
進
会
へ
の
補
助
（
註
3
7
）

【
明
治
三
三
年
】
　
岐
阜
及
び
高
山
測
候
所
の
経
費
・
蚕
種
検
査
・
森
林
・
農
事
試
験
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場
（
米
麦
・
養
蚕
・
果
樹
な
ど
の
品
種
改
良
と
そ
の
普
及
を
目
的
）
　
の
新
設

物
産
館
の
新
設
・
物
産
　
（
農
事
・
蚕
糸
・
製
紙
・
山
林
・
織
物
・
牛
馬
・
害

虫
予
防
）
　
の
改
良
・
共
進
会
の
補
助
・
た
だ
し
岐
阜
県
主
催
の
第
五
回
東
海

農
区
五
県
連
合
共
進
会
に
膨
大
な
経
費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
明
治
三
五
年
に

香
川
県
で
開
催
さ
れ
る
関
西
府
県
連
合
共
進
会
へ
の
参
加
は
取
り
止
め
と
な

っ
て
削
除
（
註
3
8
）

【
明
治
三
四
年
】
岐
阜
及
び
高
山
測
候
所
の
経
費
・
蚕
種
検
査
・
森
林
・
農
事
試
験

場
の
経
費
・
物
産
館
の
経
費
・
物
産
　
（
農
事
・
蚕
糸
・
製
紙
・
山
林
・
織

物
・
牛
馬
・
害
虫
予
防
）
　
の
改
良
・
共
進
会
の
補
助
・
た
だ
し
畜
産
（
濃
厚

及
び
軍
事
を
中
心
に
需
要
が
見
込
ま
れ
る
）
　
及
び
蚕
業
　
（
品
質
に
お
い
て
は

劣
悪
と
の
評
価
）
　
の
巡
回
教
師
に
つ
い
て
は
否
決
（
註
3
9
）

【
明
治
三
五
年
】
岐
阜
及
び
高
山
測
候
所
の
経
費
・
蚕
種
検
査
・
農
事
試
験
場
の
経

費
・
物
産
館
の
経
費
・
物
産
　
（
農
事
・
蚕
糸
・
製
紙
・
山
林
・
織
物
・
牛

馬
・
害
虫
予
防
・
水
産
増
殖
）
　
の
改
良
・
共
進
会
の
補
助
・
博
覧
会
の
補

助
・
た
だ
し
他
府
県
及
び
外
国
の
物
産
の
陳
列
と
本
県
物
産
の
販
売
を
意
図

し
た
物
産
館
の
施
設
拡
充
費
は
削
除
（
註
4
0
）

【
明
治
三
六
年
】
岐
阜
及
び
高
山
測
候
所
の
経
費
・
蚕
種
検
査
・
森
林
・
農
事
（
畜

産
・
蚕
業
）
　
巡
回
教
師
の
新
設
・
農
事
試
験
場
の
経
費
・
物
産
館
の
経
費
・

物
産
（
農
事
・
蚕
糸
・
製
糸
・
山
林
・
牛
馬
・
害
虫
予
防
）
　
の
改
良
・
明
治

三
七
年
に
開
催
さ
れ
る
県
下
牛
馬
共
進
会
の
補
助
・
明
治
三
七
年
に
米
国
で

開
催
さ
れ
る
ル
イ
ジ
ア
ナ
買
収
記
念
万
国
博
覧
会
の
た
め
の
視
察
補
助
・
内

地
産
業
視
察
の
補
助
・
名
和
昆
虫
研
究
所
の
移
転
補
助
（
註
4
1
）

【
明
治
三
七
年
】
　
地
方
測
候
所
の
経
費
・
蚕
種
検
査
・
森
林
・
物
産
　
（
農
事
・
蚕

糸
・
茶
業
・
山
林
・
牛
馬
・
害
虫
予
防
）
　
の
改
良
・
共
進
会
の
補
助
（
註
4
2
）

【
明
治
三
八
年
】
地
方
測
候
所
の
経
費
・
蚕
病
予
防
・
森
林
・
農
事
試
験
場
の
経

費
・
物
産
館
の
経
費
・
物
産
（
農
事
・
蚕
糸
・
山
林
・
牛
馬
）
　
の
改
良
・
共

進
会
の
補
助
・
第
九
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
費
の
負
担
額
及
び
補
助
・
た

だ
し
海
外
（
主
と
し
て
北
清
）
　
貿
易
奨
励
賞
（
天
津
へ
の
岐
阜
県
重
要
物
産

協
同
販
売
所
の
設
置
）
　
は
全
廃
（
註
4
3
）

【
明
治
三
九
年
】
　
地
方
測
候
所
の
経
費
・
蚕
病
予
防
・
森
林
・
農
事
試
験
場
の
経

費
・
物
産
館
の
経
費
・
種
畜
場
の
新
築
・
物
産
　
（
農
事
・
蚕
糸
・
山
林
・
牛

馬
）
　
の
改
良
・
共
進
会
の
補
助
・
第
九
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
費
の
負
担

額
及
び
補
助
（
註
坐

【
明
治
四
〇
年
】
　
地
方
測
候
所
の
経
費
・
蚕
病
予
防
・
森
林
・
農
事
試
験
場
の
経

費
・
物
産
館
の
経
費
・
種
畜
場
の
経
費
・
物
産
　
（
農
事
・
蚕
糸
・
山
林
・
牛

馬
）
　
の
改
良
・
共
進
会
の
補
助
・
産
業
組
合
の
補
助
・
「
百
年
の
大
計
」
と

も
い
う
べ
き
県
有
林
に
お
け
る
造
林
事
業
（
収
益
と
治
水
を
目
的
）
　
（
註
坐

【
明
治
四
一
年
】
　
地
方
測
候
所
の
経
費
・
蚕
病
予
防
・
森
林
・
農
事
試
験
場
の
経

費
・
物
産
館
の
経
費
・
種
畜
場
の
経
費
・
工
業
試
験
場
　
（
織
物
）
　
の
新
設
・

物
産
　
（
農
事
・
蚕
糸
・
山
林
・
牛
馬
・
製
紙
）
　
の
改
良
・
蚕
業
組
合
の
補

助
・
共
進
会
の
補
助
・
共
進
会
出
品
へ
の
補
助
（
註
坐

【
明
治
四
二
年
】
　
地
方
測
候
所
の
経
費
・
蚕
病
予
防
・
森
林
・
農
事
試
験
場
の
経

費
・
工
業
試
験
場
の
経
費
・
種
畜
場
の
経
費
・
物
産
館
の
経
費
・
物
産
（
農

事
・
蚕
糸
・
山
林
・
牛
馬
・
製
紙
）
　
の
改
良
・
産
業
組
合
の
補
助
・
博
覧
会

の
補
助
・
共
進
会
　
（
明
治
四
三
年
に
は
農
具
・
肥
料
展
覧
会
及
び
関
西
府
県

連
合
農
会
が
岐
阜
で
開
催
）
　
の
補
助
・
共
進
会
出
品
へ
の
補
助
（
註
4
7
）

【
明
治
四
三
年
】
地
方
測
候
所
の
経
費
・
蚕
病
予
防
・
森
林
・
陶
磁
器
の
改
良
（
登

窯
か
ら
石
炭
窯
へ
の
転
換
）
・
農
事
試
験
場
の
経
費
・
工
業
試
験
場
の
経

費
・
種
畜
場
の
経
費
・
物
産
館
の
経
費
・
物
産
　
（
農
事
・
蚕
糸
・
山
林
・
牛

馬
）
　
の
改
良
・
産
業
組
合
の
補
助
・
博
覧
会
へ
の
出
品
補
助
・
共
進
会
の
補

助
・
た
だ
し
製
紙
改
良
へ
の
補
助
は
否
決
（
註
4
8
）

【
明
治
四
四
年
】
地
方
測
候
所
の
経
費
・
明
治
四
四
年
の
　
「
蚕
業
取
締
所
」
　
の
公
布

二
七
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に
と
も
な
う
蚕
業
取
締
所
の
新
設
・
森
林
・
農
事
試
験
場
の
経
費
・
工
業
試

験
場
の
経
費
・
種
畜
場
の
経
費
・
物
産
館
の
経
費
・
種
繭
審
査
会
の
経
費
・

原
蚕
種
製
造
所
の
経
費
・
蚕
業
講
習
所
の
経
費
・
米
穀
検
査
所
の
新
設
・
物

産
　
（
農
事
・
蚕
糸
・
山
林
・
牛
馬
・
製
紙
）
　
の
改
良
・
産
業
組
合
の
補
助
・

名
和
昆
虫
研
究
所
へ
の
補
助
・
共
進
会
の
補
助
・
共
進
会
へ
の
出
品
補
助

（註49）

勧
業
関
係
予
算
は
「
経
常
部
」
と
「
臨
時
部
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
今
回
は
特
に
区

別
を
せ
ず
、
ま
た
金
額
に
つ
い
て
も
省
略
し
た
う
え
で
、
特
徴
的
な
項
目
の
み
を
あ
げ
て

き
た
が
、
そ
の
中
か
ら
次
の
よ
う
な
岐
阜
県
当
局
の
姿
勢
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

①
　
万
国
博
覧
会
や
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品
を
積
極
的
に
押
し
進
め
て
い
る
。

②
　
近
県
及
び
県
内
各
地
で
計
画
さ
れ
て
い
る
共
進
会
へ
の
出
品
を
積
極
的
に
押
し
進
め

る
と
と
も
に
、
岐
阜
県
と
し
て
も
共
進
会
を
開
催
し
て
い
る
。

③
　
岐
阜
県
に
と
っ
て
は
基
幹
産
業
と
も
い
う
べ
き
農
業
（
稲
作
・
茶
・
養
蚕
な
ど
）
　
及

び
林
業
を
積
極
的
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

④
　
岐
阜
県
有
数
の
工
業
（
陶
磁
器
・
織
物
・
和
紙
・
生
糸
）
　
を
積
極
的
に
発
展
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。

⑤
　
海
外
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
他
県
に
出
荷
す
る
農
産
物
や
工
産
物
に
つ
い
て
は
、
品
質

を
第
一
に
考
え
て
い
る
。

⑥
　
県
内
産
物
の
販
路
を
積
極
的
に
開
拓
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
「
…
内
国
各
地
の
物
産
を
集
め
、
優
劣
を
比
較
し
、
良
否
を
別
け
て
、

物
資
の
美
悪
と
工
芸
の
巧
拙
を
公
平
に
み
、
こ
れ
に
よ
っ
て
農
工
を
勧
奨
し
、
商
業
を
さ

か
ん
に
し
て
、
内
地
の
物
産
を
隆
盛
に
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
。
就
い
て
は
在
来
の

土
地
有
名
の
物
品
は
勿
論
、
新
た
に
工
夫
し
て
作
り
出
す
物
品
、
は
じ
め
て
発
見
し
た
物

品
、
性
質
不
分
明
の
横
石
類
そ
の
他
そ
の
土
地
に
産
す
る
動
・
植
物
等
多
少
大
小
に
論
な

く
出
品
す
る
よ
う
に
せ
よ
」
　
（
註
5
0
）
　
と
い
う
、
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催
に
対

し
て
出
さ
れ
た
岐
阜
県
の
呼
び
か
け
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
回
内
国
勧

二
八

業
博
覧
会
の
開
催
に
対
し
て
も
岐
阜
県
が
出
品
を
積
極
的
に
促
し
た
と
こ
ろ
、
県
内
か
ら

の
出
品
者
は
三
五
人
名
・
出
品
数
は
一
五
四
九
点
に
達
し
、
そ
の
内
の
一
〇
〇
点
余
が
褒

賞
を
受
け
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
　
（
註
里
。

さ
ら
に
、
①
に
つ
い
て
は
岐
阜
県
議
会
の
明
治
二
六
年
の
頭
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
経
緯
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
。
恵
那
郡
茄
子
川
村
（
現
中
津
川
市
の
内
）
　
の
成

瀬
誠
志
は
京
浜
地
方
で
一
五
年
余
に
わ
た
っ
て
陶
磁
器
の
製
造
及
び
絵
付
け
に
従
事
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
外
国
人
好
み
の
作
風
を
身
に
付
け
、
明
治
二
〇
年
頃
に
帰
郷
し
た
。
そ
の

後
、
緻
密
か
つ
精
美
な
陶
器
を
焼
い
て
は
横
浜
の
外
国
人
に
向
け
て
出
荷
す
る
と
と
も
に
、

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
六
歌
仙
の
置
物
を
出
品
し
て
皇
后
陛
下
の
お
買
い
上
げ
を
賜

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
に
は
一
年
余
を
か
け
て
製
作
し
た
日
光

陽
明
門
な
る
作
品
　
（
売
価
二
一
五
〇
円
）
　
を
出
品
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
輸
送
中
に
破

損
を
生
じ
た
。
岐
阜
県
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
名
工
が
今
回
の
事
故
に
よ
っ
て
製
作
意

欲
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
、
激
励
の
意
味
を
込
め
て
二
〇
〇
円
（
原
価
六
七
五
円
）
　
の
補
助

金
を
公
布
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
　
（
註
5
2
）
。

②
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
県
主
催
に
よ
る
明
治
一
四
年
の
米
・
生
糸
・
繭
・
茶
共
進
会
の

開
催
が
あ
げ
ら
れ
る
。
同
共
進
会
は
厚
見
郡
小
熊
村
（
現
岐
阜
市
の
内
）
　
の
東
本
願
寺
別

院
に
て
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
は
各
郡
役
所
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
と
と

も
に
、
会
期
を
長
く
し
、
各
種
の
催
し
も
設
け
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
大
盛
況
と
な
っ
た

（
註
5
3
）
。
安
八
郡
米
野
村
（
現
大
垣
市
の
内
）
　
の
奥
田
長
平
は
、
こ
の
共
進
会
に
米
を
出

品
し
て
い
る
が
、
そ
の
と
き
の
出
品
表
に
米
作
り
の
作
業
か
ら
収
支
決
算
ま
で
が
極
め
て

詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
　
（
註
5
4
）
　
こ
と
か
ら
も
、
主
催
者
で
あ
る
岐
阜
県
の
意
気
込
み

と
い
っ
た
も
の
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

③
の
農
産
物
に
か
か
わ
っ
て
は
、
岐
阜
県
農
事
試
験
場
の
設
立
が
あ
げ
ら
れ
る
。
同
試

験
場
の
魁
は
、
明
治
八
年
に
岐
阜
町
　
（
現
岐
阜
市
京
町
）
　
に
設
け
ら
れ
た
植
物
試
験
場
で

あ
る
。
こ
の
植
物
試
験
場
で
は
内
外
の
数
百
種
に
及
ぶ
種
苗
が
試
作
さ
れ
て
い
た
が
、
同

一
一
年
に
は
農
事
講
習
場
が
併
設
さ
れ
、
同
一
三
年
に
は
農
学
校
に
変
更
さ
れ
る
も
の
の
、
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明治34年の第5回東海農区五県連合共進会の閉会後に常設となった岐阜県物産館

同
一
七
年
に
廃
校
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
同
二
八
年
に
岐
阜
県
農
会
が
方
県
郡
栗
野
村

（
現
岐
阜
市
の
内
）
　
に
小
試
験
場
を
設
け
、
翌
二
九
年
に
元
岐
阜
植
物
試
験
場
跡
に
移
転

し
、
同
三
四
年
に
は
岐
阜
県
立
農
事
試
験
場
と
な
っ
た
。
同
三
五
年
に
は
稲
葉
郡
加
納
町

に
移
転
し
て
重
要
作
物
（
米
・
麦
・
桑
な
ど
）
　
の
試
験
・
病
虫
害
の
試
験
・
稲
田
養
鯉
・

農
具
の
試
験
・
種
苗
の
育
成
配
布
・

土
壌
肥
料
の
分
析
鑑
定
・
講
習
及
び

講
話
・
実
地
指
導
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、
気
候
風
土
が
異
な
る
飛
騨
三

郡
に
一
二
カ
所
の
委
託
試
験
場
　
（
後

に
古
川
町
の
分
場
）
　
を
設
置
し
た

（註弱）。④
に
つ
い
て
は
、
工
業
試
験
場
の

設
立
が
あ
げ
ら
れ
る
。
同
試
験
場
は
、

県
下
織
物
業
組
合
の
強
い
危
機
感
と
、

織
物
を
重
要
な
工
産
物
と
考
え
る
岐

阜
県
の
意
向
が
背
景
と
な
っ
て
生
ま

れ
た
　
（
註
5
6
）
も
の
で
あ
っ
た
。

⑤
と
⑥
に
つ
い
て
は
、
物
産
館
の

設
立
が
あ
げ
ら
れ
る
。
明
治
三
四
年

（
一
九
〇
一
）
　
に
岐
阜
市
で
第
五
回
東

海
農
区
五
県
連
合
共
進
会
　
（
岐
阜
県

主
催
）
　
が
開
催
さ
れ
る
が
、
岐
阜
県

に
、
他
県
の
購
入
希
望
者
に
物
産
を
斡
旋
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
　
（
註
5
8
）
。
そ
の

後
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
　
に
は
岐
阜
県
商
品
陳
列
所
と
改
称
さ
れ
、
県
外
都
市
に

お
け
る
県
産
品
の
試
売
会
を
催
す
と
と
も
に
、
各
地
の
博
覧
会
・
共
進
会
に
対
す
る
出
品

の
勧
誘
・
斡
旋
も
行
っ
て
い
る
　
（
註
的
）
。

岐
阜
県
が
①
～
⑥
の
よ
う
な
施
策
を
と
っ
た
背
景
に
は
、
重
要
産
業
で
あ
る
農
産
物

（
特
に
蚕
種
・
茶
）
　
や
工
産
物
（
特
に
和
紙
・
生
糸
）
　
に
お
い
て
、
量
的
に
は
全
国
有
数

で
あ
る
も
の
の
質
的
に
は
粗
製
濫
造
・
劣
悪
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
岐
阜
県
は
①
～
⑥
の
施
策
を
実
行
す
る
と
と
も
に
、
直
接
的
な
指
導
に
も

乗
り
出
し
て
い
る
。
茶
を
例
に
と
る
と
、
製
茶
産
額
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
県
下
に
粗
製

濫
造
の
風
潮
が
広
が
り
、
自
ら
評
価
を
落
と
す
の
み
な
ら
ず
販
路
そ
の
も
の
ま
で
失
っ
て

い
る
製
茶
業
界
に
対
し
、
岐
阜
県
は
明
治
一
五
年
に
製
茶
改
良
組
合
規
則
を
、
同
一
七
年

に
は
茶
業
組
合
準
則
を
設
け
、
茶
栽
培
農
家
に
品
質
を
向
上
さ
せ
る
べ
く
指
導
に
あ
た
っ

て
い
る
　
（
註
0
0
）
。

ま
た
、
岐
阜
県
が
明
治
一
七
年
に
同
業
組
合
準
則
を
設
け
た
こ
と
に
よ
り
、
絹
織
物
や

縮
緬
・
味
噌
醸
造
・
和
紙
・
和
傘
・
生
糸
・
売
薬
・
蚕
種
な
ど
の
業
界
に
同
業
組
合
が
誕

生
し
て
い
る
　
（
註
飢
）
。

は
そ
の
跡
地
に
つ
い
て
は
不
用
部
分
を
除
い
て
常
設
物
産
館
と
す
る
計
画
を
立
案
し
　
（
註

5
7
）
、
共
進
会
終
了
後
は
共
進
会
本
館
の
一
階
が
物
産
館
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
物
産
館
は
、
県
下
に
お
け
る
重
要
物
産
や
特
産
品
を
集
め
た
り
、
内
外
の
優

秀
品
を
購
入
し
た
り
し
て
常
時
陳
列
し
、
一
般
の
観
覧
と
業
者
の
参
考
に
供
す
る
と
と
も

四
　
岐
阜
県
に
よ
る
勧
業
政
策
の
影
響

岐
阜
県
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
財
政
の
中
か
ら
予
算
を
捻
出
し

て
勧
業
政
策
を
推
進
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
県
内
の
産
業
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

農
業
に
つ
い
て
い
え
ば
、
岐
阜
県
の
勧
業
政
策
と
農
会
の
活
動
に
よ
っ
て
大
き
く
前
進

し
た
と
い
え
る
。
農
事
の
改
良
発
達
を
図
る
た
め
岐
阜
県
に
は
明
治
二
六
年
に
、
次
い
で

各
郡
・
町
・
村
に
は
同
二
七
～
八
年
に
「
農
会
」
が
組
織
さ
れ
、
農
産
物
の
共
進
会
や
品

評
会
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
三
二
年
に
は
「
農
会
法
」
が

発
布
さ
れ
て
国
庫
補
助
金
に
よ
る
育
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
三
三
年
に
は
「
農

二
九
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明治44年の岐阜県立農林学校（県立岐阜農林高校の前身）の品評会　個人蔵

会
令
」
　
が
公
布
さ
れ
、

共
進
会
や
品
評
会
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
農
事
講

話
会
・
競
技
会
・
種
苗

交
換
会
を
盛
ん
に
開
催

す
る
と
と
も
に
、
病
虫

害
予
防
や
耕
地
整
理
と

い
っ
た
事
業
も
行
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
改
良
発
達
の
一

助
と
す
る
た
め
の
　
『
岐

阜
県
農
会
雑
誌
』
　
な
る

機
関
誌
も
発
行
し
て
い

る
　
（
註
6
2
）
。

可
児
郡
を
例
に
と
れ
．

ば
、
明
治
三
三
年
七
月

一
日
か
ら
五
日
間
、
御

嵩
町
内
に
お
い
て
可
児

郡
夏
成
農
産
物
品
評
会
が
開
催
さ
れ
、
麦
類
（
小
麦
・
大
麦
・
裸
麦
）
・
春
蚕
繭
・
茶
が

展
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
一
二
月
一
日
か
ら
五
日
間
、
同
じ
く
御
嵩
町
内
に
お
い
て
秋

成
農
産
物
品
評
会
が
開
催
さ
れ
、
米
・
大
豆
・
葉
煙
草
が
展
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
三

七
年
一
二
月
に
は
御
嵩
町
で
第
一
回
可
児
郡
農
友
会
品
評
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の
品

評
会
は
、
農
友
会
と
い
う
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
以
後
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
第
二
回
可
児
郡
農
友
会
品
評
会
の
規
制
を
見
る
と
、
穀
物
や
繭
・
大
根
・
牛
舅
・

薯
・
柿
・
梨
・
百
合
・
甘
藷
・
薬
類
な
ど
が
出
品
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
同
四
二

年
頃
か
ら
は
農
産
物
の
他
に
家
禽
が
加
わ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
同
四
三
年
の
第
七

三
〇

回
に
お
い
て
は
出
品
が
二
一
種
に
も
及
ん
で
い
る
　
（
註
6
3
）
。

ま
た
、
明
治
三
三
年
及
び
同
三
四
年
の
可
児
郡
小
泉
村
（
現
多
治
見
市
の
内
）
　
で
は
稲

立
毛
品
評
会
が
開
催
さ
れ
、
一
期
（
六
月
前
半
こ
ろ
）
　
は
苗
代
田
・
二
期
（
八
月
前
半
こ

ろ
）
は
本
田
、
三
期
（
九
月
前
半
こ
ろ
）
は
肥
耕
・
成
育
・
害
虫
駆
除
に
つ
い
て
の
審
査

・
が
な
さ
れ
た
　
（
註
6
4
）
。
ま
た
、
恵
那
郡
落
合
村
（
現
中
津
川
市
の
内
）
　
で
は
、
明
治
三

四
年
以
降
は
苗
代
田
品
評
会
が
　
（
註
銃
）
、
大
正
元
年
以
降
は
稲
立
毛
品
評
会
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
　
（
註
6
6
）
。

農
業
面
に
お
け
る
岐
阜
県
の
勧
業
政
策
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
農
家
の
意
識

を
変
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
次
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
産
地
の
形
成
に
も
成
功
し
て
い
る
。

明
治
三
五
年
の
関
西
府
県
連
合
共
進
会
（
岐
阜
市
に
て
開
催
）
　
に
お
い
て
は
、
本
巣
郡

川
崎
村
居
倉
（
現
同
郡
巣
南
町
の
内
）
特
産
の
官
有
柿
が
出
品
さ
れ
て
広
く
注
目
を
集
め

る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
福
島
才
治
（
富
有
柿
の
命
名
者
）
　
の
同
二
四
年
の
品

評
会
で
一
等
賞
・
同
三
一
年
の
岐
阜
県
農
会
主
催
柿
展
覧
会
で
一
等
賞
・
同
三
一
年
の
岐

阜
県
農
会
主
催
柿
品
評
会
で
一
等
賞
と
い
っ
た
富
有
柿
出
品
に
よ
る
上
位
入
賞
（
註
6
7
）

と
と
も
に
、
福
島
才
治
に
よ
る
関
西
府
県
連
合
共
進
会
後
の
天
皇
陛
下
へ
の
冨
有
柿
献
上

が
あ
っ
て
、
近
在
の
果
樹
園
芸
農
家
は
富
有
柿
の
栽
培
に
乗
り
出
し
、
居
倉
を
中
心
と
し

た
富
有
柿
の
産
地
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
　
（
註
6
8
）
。

工
業
に
お
い
て
も
、
岐
阜
県
の
勧
業
政
策
の
影
響
を
受
け
て
、
郡
独
自
の
新
し
い
動
き

が
生
ま
れ
て
き
た
。
明
治
三
二
年
の
土
岐
都
会
に
よ
る
、
陶
磁
器
試
験
場
の
設
立
（
多
治

見
町
）
　
が
そ
れ
で
あ
る
。
設
備
・
人
員
と
も
に
十
分
と
い
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、

機
械
臨
陸
の
導
入
や
石
炭
竃
へ
の
改
造
・
粕
薬
の
改
良
・
意
匠
図
案
の
改
善
な
ど
の
面
か

ら
、
美
濃
焼
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
　
（
註
0
0
）
。

五
　
お
わ
り
に

明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
　
に
岐
阜
県
を
巡
幸
し
た
小
崎
県
令
は
、
束
濃
の
陶
磁
器
産

業
に
対
し
て
「
従
来
の
粗
製
廉
価
の
飲
食
器
だ
け
で
は
、
精
巧
品
を
求
め
る
海
外
輸
出
に
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も
対
応
で
き
な
く
な
る
。
今
後
は
廉
価
で
大
衆
的
な
焼
き
物
と
同
時
に
、
つ
と
め
て
精

良
品
を
製
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
窯
の
改
良
、
機
械
の
導
入
に
つ

い
て
も
、
そ
の
実
効
を
認
め
、
積
極
的
に
と
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
」
　
（
註

7
0
）
　
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
小
崎
県
令
の
意
向
が
ま
さ
し
く
明
治
政
府
の
考
え
で
あ

り
、
そ
れ
を
受
け
た
岐
阜
県
当
局
の
姿
勢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
に
対
す
る
岐
阜
県
の
積

極
的
な
姿
勢
が
、
今
日
の
岐
阜
県
の
産
業
基
盤
を
形
成
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

か
ろ
う
。

和
紙
や
和
傘
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
海
外
に
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
陶
磁
器
や
織
物
な
ど
は
海
外
市
場
の
開
拓
に
成
功
し
た
　
（
註
7
1
）
　
の
で
あ
っ
た
。

1
2
…
『
七
宗
町
史
　
通
史
編
」
　
（
加
茂
郡
七
宗
町
　
平
成
五
年
）
七
三
〇
頁

や
‥
前
掲
『
土
岐
津
町
誌
　
下
」
一
二
八
六
頁

壇
上
別
掲
『
土
岐
港
町
誌
　
下
』
一
二
八
六
－
二
一
八
七
頁

1
5
‥
前
掲
『
土
岐
津
町
誌
　
下
」
　
二
一
八
七
－
一
二
八
人
頁

坤
‥
「
岐
阜
県
治
要
覧
」
　
（
岐
阜
県
　
昭
和
二
年
）
　
二
三
四
頁

り
・
・
『
岐
阜
県
議
会
史
　
第
一
巻
』
　
（
岐
阜
県
議
会
　
昭
和
五
五
年
）
　
五
一
〇
－
五
二
頁

註
及
び
参
考
文
献
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史
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